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第 1回 土質工 学研 究発表会特集号 の 発行に あた っ て

土 質 工 学 会 調 査 部

　昨年 11 月 21 日 と 22 日の 二 目間 に わ た っ て 開催 さ

れ た第 1 回土質工 学研究発表会は ，多数の 参加者を得 て

きわ め て盛会で あ っ た 。

　開催 の 時期と開催 地 を す っ か り変 え た と い うこ とで ，

発表者に も聴講者に も負担が大きく， その 意味で は必ず

し も好条件で なか っ た は ずで あ るが，今回 の 研究発表会

に寄せ られ た 関心 の 度合は高く，従来の 学術講演会 に比

べ て格段 の 差があ る よ うに思え た 。

　発 表会 お よ び特 別 講演会 を通 じ て感 じた こ とは ， 本学

会 で 催 し す る シ ン ポ ジ ウム や討論会で もそ うで ある よう

に，こ の 発表会で も活発 な意見 の 交 換 や 討論が行なわ

れ ，ま た特別講演 もあ りきた りの もの で な く，お の お の

内容 の ある 講演がな された 。

　これ ら の こ と は ， やや もすれば学会 の お祭 り的な行事

とな りが ち な風潮 に 対 して ， その よ うな事態をま ね か ず

内容 の ある 発表会が催 しで きた とい うこ と で ， 誠 に喜 ば

し く，こ れが本学会 の 特徴 で もあ ろ うと思 う。

　最初の 試 み と して は ， さい 先 よい 発足をみ たの で は あ

る hS， 今後 さらに こ の 行事を発展 させ て い くた め に は ，

今 回 行 な わ れ た催 し を反省 し ， 不都合 な 点 が あ れ ば ど し

ど し改善 して い く必要 があ ろ う。 とくに本年度は ，従来

の 実施要領 を全面的に変え て行な っ た こ と もあ っ て ， 多

くの 未処 理 の 問題が残 され て い た ように 思え る 。

　お 世話 を願 っ た 関西支部か らの 要望 もあり，調査部内

で もその 必要 を感 じ て い た こ ともあ っ て，こ こ に 「第 1

回土質工 学研 究発表会を顧 み て 」 と い うテーマ で 座談会

を開催 した次第で あ る 。

　座談会 の メ ン バ ー
は ，本文 に 紹介されて い る よ うに第

1 回 を担当され た 関西支部 ， 第2 回 を担当願 う九州支部

の 各役員，参加 され た代表お よ び 調査部 の 構成 で 行 な わ

れ た 。

　今回の 座談会 で と りあげ られた こ とを要約して み る と

次 の よ うで あ っ た 。

　（1 ）　土質工 学研究発表会を どの よ うに 性格 づ けて い

　　　 くべ きか 。

　（2 ）　講演集 の 印刷方法 ， 内容審査 の 要否，お よ び発

　　　表件数 とペ ージ 数 の 制限 の 要否 。

　（3 ） 発表会 の 企画 に あ た っ て の 要望事項

　（4 ）　第 1 回研究発表会を終えて の 感想，支部で 開催

　　　され る こ との 意義 。

　（5 ） 第 2 回 を開催す る に あ た っ て の 要望 と方針 。

　座談会記事 を読 ま れ て ，
い ろ い ろ の 意見をお持ちの 方

もあ ろ うか と思 うが，こ うすれ ば発表会をよりよ くで き

る とい う建設的 な意見が あ れ ば ど し ど し お寄せ くだ さる

よ うに お願 い す る 。

　す で に 会告 で お知 らせ し て い る ように，第 2 回土質工

学研究発表会は，11 月 7 ，8 日 に 九州 ， 福 岡 大学 で 開

催され る こ と に な つ て い る が ， 日頃 の 研究成果 をこ ぞ っ

て 発表され る よ う切望す る 。

　以下第 1 回土質工 学研究 発表会 の 日程 を掲げて お く。

第 1 回 土 質 工 学 研 究 発 裹 会 日 程

主　催

口　 時

会　場

土質工 学会本部 ・関西支部

昭和 41 年 11 月 21 目 （月） ・22 目 （火）

大阪科学技術 セ ン タ
ー

ホ
ー

ル

◆ 第
一会場◇

　 11 月 21 日 ・午前の部一 一
般 ・透水

　　　　　　　　　　　　　 司会 ： 浅　川　美 　利

大阪付近洪積層 の 土質力学的性質

　　　　　　　　　　　　　　 竹 中準之 介 ・ 渡辺 興
一

急速水位降下 を伴 う井戸揚水 に よ る

　透水係数測定法 に っ い て 　　　　 　　　 小 田　英
一

透水性規制に関す る研究

April，1967

　　　　　　　　　 松尾新
一

郎 ・大井洋輔 ・上原方成

フ ィ ル タ
ー
材 と して の 布の 応 用

　　　　　　　　　　 松尾新一郎・富田武満・横井照明

地下水位変動 の 非定常解析に つ い て の 考察

　　　　　　　　　　　　　 松尾新一郎 ・河野伊一郎

地盤 の 型と地 下水低下工 法　　　　　　　　中堀　和英

泥水工 法 に お け る泥水管理 に 関す る 研究 （第一報）

　
一

簡易有効性判定法
一

　　　　　　　喜田　大三
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　11月 21 日 ・午後 の部

　　　　
一

振動 ・シー
ル ド ・道路 一

　　　　　　　　　　　　　 司会 ：小

石油 タ ン ク基礎 の 振動性状 に つ い て

大型起振機 に よ る 模型岸壁 の 振動実験

田　英　
一

　谷本　喜
一

　　　　　　　　　　　　　 久 田 安夫 ・中島幹夫 ・土 田肇

　　不 透水性境界を もつ 被圧 飽和砂の 振動中に

　　　お ける間ゲキ水圧変化　　　　　吉見吉昭 ・
石井武則

　　地震時フ ィ ル タ イ プダム の 動的粘性係数　　南　　　勲

　　土 の 疲労に 基づ い た輪荷重 の 求 め 方 に つ い て

い　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅文鵠
・山 内豊聰

　　 セ グメ ン ト に 作用す る 土圧 な らび に

　　　内部応力の 現場測定に っ い て　　保国光敏 ・木島詩郎

　　機械化シ
ー

ル ドの 掘進性能に関する

　　　土質力学的考察　　　村山朔郎 ・遠藤 正 明 。橋場友則

　 11 月 22 日 ・午前の部一 特別講演
一

大阪の 地盤　　　　　　　　　　　　　 竹中準之 介

京阪神 に おける道路整備 の 展望　 　　 　　 三 野　　定

セ ン 断抵抗 を 中心 と した 土質力学 の 諸問題　星 埜　　和

　　　11 月 22 日 ・
午後 の 部

一 地盤 改良
一

　　　　　　　　　　　　　　　 司会 ： 谷 本 喜 一 ヘ

　　カ
ー

ドボ
ー

ドドレ ーン を段階施工 して

　　　カ サ 上げを行な っ た試験堤に関す る 考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　 山内豊聰 ・
石堂　稔

　　浸透圧 に よ る 土質安定　　　　　　　　　　三瀬　　貞

　　液体窒素 に よ る 地盤凍結 工 法 の 計画 と施工 　西垣　好彦

　　泥炭層にお け る爆破置換 工 法 の 現場実験 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　 坪井直道 ・内 田　博

　　ク レ イ タ イ プの ア ス フ ァ ル ト乳剤に よ る

　　　ソ イル セ メ ン トの 性質改良に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　 浅川美利 ・三 浦裕二

　　関東 ロ
ー

ム の 生石 灰 に よ る

　　　安定 処 理 の 可 能性 に っ い て

　　　　　　　　　　 松 田応作 ・工 藤矩 弘
・．土屋喜代雄 ・

　　　　　　　　　　 槻山興
一 ・綿貫輝彦

　　生 石 灰処理 土の 諸性質 （そ の 1 ）　　 関東 ロ
ー

ム

　　　の 強度特性 ならび に コ ン シ ス テ ン シ
ー

　　　　　　　 松田応作 ・工藤矩 弘 ・下 田正 雄 ・ 高橋秀雄

　　生石灰 に よ る土性改良試験 に っ い て （中間報告）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石 田　　宏

　　◆第二 会場◆

　　　奮1 月 21 日 ・午前 の 部
一

圧密 ・セ ン断
一

　　　　　　　　　　　　　　　 司会 ：三 　笠　正 　人
l

　　ntv
，
　K が 変化す る 放射流れ の 圧密　中野坦 ・ 小林登 四郎

　　斜 め 粘土層 の 圧縮　　　　　　　　　山 口 柏樹 ・木村盂

粒状体の セ ン 断変形　　　　　　　　　　　最上　武雄

シ ラ ス の よ うな砂質土 の

　イ ン ター
ロ ッ キ ン グに つ い て　　春山元 寿 ・山内豊聰

粒 子 形状 を考慮 に入 れ た 砂 の ダイ レ イ タ ン シ ー

　効果 に つ い て （乱 し たシ ラ ス の セ ン 断特性に関す

　 る 研究一第 2報）藤本広 ・杉尾哲 ・香月正 直 ・宮崎明

土 の 塑性力学に関す る一
，

二 の 考察

　 （正規圧密粘土 の 剛塑性理論）　　　　
’
山 口　柏樹

傾斜荷重 に 対 す る極限支持力 の 一
計算 とそ の 適用例

　　　　　　　　　　　　　　　　 吉 田巌 ・駒田敬
一

　11 月 21 日 ・午後 の 部
一

支持力 ・沈下 ・安定一

　　　　　　　　　　　　　 司会 ：　 山　内　豊　聴

遠心力装置 に よ る 模型支持力実験 （第一報）

　　　　　　　　　　　　　　　　 三笠正 人 ・磯野昭

地盤 と構造物基礎と の 相互 作用 に つ い て 　　赤井　浩一

岩盤上土層表面 の 弾性的沈下 に つ い て　　　植下　　協

軟弱地盤に お け る盛土 の 沈下 に っ い て の
一

考察

持永竜
一

郎

地表面 の 移動速度 か ら見 た地 ス ベ リ現象 とそ の 解析

　（そ の 1 ）
− VF 型地 ス ベ リの 解析一 玉 田　文吾

殻の 剛 なセ ル 構造物 の 安定に つ い て　　　 宇田居吾
一

粘土中の 砂柱の 支持力特性 に つ い て （そ の 1 ）

　　　　　　　　　 新見吉和 ・小川充郎 ・一本英三郎

11 月 22 日 ・午前 の 部　
一

休憩
一

　 11 月 22 日 ・午後の 部　一
クイ

ー

　　　　　　　　　　　　　　司会 ： 遠　藤　正 　明

薄層 を支持 層 とす る単 グイ の 先端支持力 の 特性

　　　　　　　　　　　　片山重夫 ・福 田収 ・小松幹男

開端グイ の 先端閉そ く効果 の 考察　　　　　田島　重男

ク イ 変位 の 時間的経過　　　　　　馬場善雄 ・
田出宣司

日・蘭 ・西独の B ・S・P 式場所打 ち コ ン ク リ
ー

ト

　 グイ の 載荷試験 お よび オ ラ ン ダ式 コ
ーン 貫入試

　 験の 検討

　　　　　　　川崎浩司 ・喜野和 ・大橋 正 尚 ・永木明世

コ ン ク リートピ ヤ 載荷試験時応力 の 検討法 に つ い て

．
，　　　 遠藤正明 ・川崎孝人 ・幾田悠康

・伴野松次郎 ・

　　　　 浅 田 実

高速荷重 を うけ る 砂層 中の 基礎 グ イ の 荷重
一

沈下曲線

　　　　　　　　　　　　　　　　竹 田 仁
一 ・立 川博之

アース ド リル グ イの 沈下 の 原 因 と解決法 の 研究

　　　　　　　　　　　　　　　高橋賢之助 ・北川吉夫

鋼矢板 の 打込 み 叮能長さに つ い て　石黒健 ・波多野康男

クイ の 振動と坐屈　　　　　　　 田治米辰雄 ・望月利男

　　　　　　　 〔］967 ．3．15 　調査部理事 ・浅川美利）

2 土 と 基礎 ，15− 4
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